
平成30年11月19日 

札 幌 管 区 気 象 台 

札幌管区気象台が執った主な対応 

（活動状況） 

平成30年北海道胆振東部地震災害検証委員会（第1回） 



 
 

気象庁 

札幌管区気象台 
Sapporo Regional Headquarters 

震度１ 震度２ 震度３ 震度４ 震度５弱 震度５強 震度６弱 震度６強 震度７ 合計

175 83 35 20 2 0 0 0 1 316

震度別地震回数表（9月6日地震発生後～11月7日24時）

  平成30年9月6日（木）03時07分、マグニチュード6.7の地震が発生し、厚真町で震度7、安平

町及びむかわ町で震度6強を観測したほか、北海道から中部地方の一部にかけて震度6弱～1

を観測。 

震度分布図 

 平成30年北海道胆振東部地震の概要 
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気象庁 

札幌管区気象台 
Sapporo Regional Headquarters 

内陸及び沿岸で発生した主な地震の 

地震回数の比較（マグニチュード3.5以上） 
【平成30年10月22日24時現在】 

ａ 

石狩低地東縁断層帯 

震央分布図 
【平成30年9月6日～10月22日24時】 
≪深さ０～50km、マグニチュード≧1.5）≫ 

      9月            10月 

領域ａ内の地震活動経過図（規模別）・回数積算図 

活動開始からの経過日数 
 

     ※この資料は速報値であり、後日の調査で変更することがあります。 

      

積
算
回
数 

9月6日 

 最大震度7 

 ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ：6.7 
 震源の深さ：37km 

9月6日 

 最大震度5弱 

 ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ：5.4 
 震源の深さ：38km 

10月5日 

 最大震度5弱 

 ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ：5.2 
 震源の深さ：31km 

 平成30年北海道胆振東部地震の概要 
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気象庁 

札幌管区気象台 
Sapporo Regional Headquarters 

 活動状況 

 気象庁防災対応支援チーム（JETT）派遣 

      【9月6日～10月9日 のべ200人】 
  

 北海道（災害対策本部 指揮室）、胆振総合

振興局、厚真・安平・むかわ３町に対し、職員 

を派遣して、地震活動・気象解説を行うなど、 

自治体の応急・復旧活動等を支援 

 気象庁機動調査班（JMA-MOT）による 

           現地調査【9月6日～12日】 
 

 震度6弱以上を観測した管内10箇所の観測 

点周辺を中心に現地調査を実施                    

 観測体制の維持・強化 

 ★「厚真」地域気象観測所（アメダス）への 

        可搬型雨量計設置・維持【9月7日】 

 ★「厚真幌内」臨時雨量観測点 

                  の設置【9月27日】 
  

 災害復旧対応等に資するよう雨量計を設置 

して観測体制を維持・強化 

北海道災害対策本部指揮室での

気象解説（9月7日） 

厚真町役場での気象解説 

（9月7日） 
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気象庁 

札幌管区気象台 
Sapporo Regional Headquarters 

 気象庁ホームページにポータルサイト開設【9月6日15時～】 
 

 地震はもとより気象支援資料をワンストップで 

閲覧できるよう、気象庁ホームページに「平成 

30年北海道胆振東部地震」に関するポータル 

サイトを開設 
 

●復旧担当者・被災者向け気象支援資料 

 特に被害の大きかった地域の復旧担当者・被災者向けに、 

14市町に特化した天気予報・週間天気予報を提供 
 

●最大震度別地震回数表  

●報道発表資料  等 

          

 ３町（厚真・安平・むかわ各町）向け 

   気象解説資料を作成・提供 【9月6日～10月31日】  
 

 震度7、6強を観測した3町にむけに気象解説資料を 

作成・提供し、防災活動を支援     

 活動状況 
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